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研究成果の概要（和文）： 人は街を景色や雰囲気でとらえ，自分の周囲の動的および静的な事

物を直感的に認知しながら歩いている．つまりこれらの感性情報処理や状況認識により，人は

環境の中の自分の移動を理解しているのである．本研究では，これらの無意識の認知や理解を

客観な実験データにより記述し，両者の関係を定量的に解析した．そして，これらの感性情報

処理や状況認識が空間移動理解に果たす役割を明らかにした． 

 

研究成果の概要（英文）：When we are walking, we perceive the environments by their view 

and atmosphere and grasp both the statistical and dynamical surroundings directly. We 

understand, consequently, our own movement in the environments using the KANSEI 

information processing and the situation awareness. In this study, the unconscious 

cognition and understanding are described by objective experimental data and the relation 

between them is analyzed quantitatively. As a result, the role of the KANSEI information 

processing and the situation awareness in the understanding of the space movement was 

revealed. 
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１． 研究開始当初の背景 

(1) カーナビや歩行者ナビは普及してきたが，

その過剰な情報表示は逆に空間移動理解

を阻害している．明示的情報のみに頼る

限り，このジレンマは解決できない． 

(2) 街の雰囲気などの非明示的情報が移動経

路の理解や記憶に役立っていることは，

しばしば経験することである． 

(3) これらの非明示的情報を人の空間移動理

解に役立てるためには，感性情報処理と

状況認識がその理解の中で果たしている

役割について明らかにする必要がある． 

 

２． 研究の目的 

(1) 移動者が無意識に見たもの（環境から選

択的に情報抽出したもの）とその移動者

が達成した空間移動理解の程度との関係

を明らかにすること． 

(2) 移動環境に対する習熟が空間移動理解に

及ぼす影響を明らかにすること． 

(3) 街のざわめきなどの環境音が空間移動理

解に与える影響を明らかにすること． 

(4) 自由歩行における環境とのインタラクシ

ョンが経路決定に与える影響を明らかに

すること． 

(5) 環境条件の変化が空間移動理解の戦略に

及ぼす影響を明らかにすること． 

 

３． 研究の方法 

(1)  移動者は移動時に発生する膨大な情報

の中からごく一部を選択的に取得してい

る．そしてその選択は本人には意識され

ない．しかしこの選択的知覚が空間移動

理解に大きな影響を与えていることは確

かである． 

この無意識に近くしたもののデータ化

には，写真によるシーン再認テスト等を

用いた．このテストでは，被験者は経路

を移動した後に一連の写真を提示され，

それが経路上にあったか否かを問われる．

図１に，経路とその移動中に移動者の眼

前に存在したいくつかのシーンを示す． 

 

図１ 経路上のシーン 

 

(2)  空間移動理解のデータ化には，移動経

路の地図作成課題および道案内分作成課

題によった．これらは，経路をたどった

後に，その経路に関する地図または道案

内文を作成させるものである．地図作成

課題からは，方向感覚や距離感覚の正確

さをデータ化することができるとともに，

道に沿って記されたものも認知的なデー

タとして扱うことができる．また，道案

内文からは，形態素解析により各品詞，

各用語カテゴリーの出現頻度を得ること

ができ，定量的データとして内容を扱う

ことが可能である． 

図２に，地図作成課題で描かれた地図

と道案内文作成課題で書かれた文章の例

を示す． 

  

 

図 2  地図作成課題と道案内文作成課題 

 

(3)  空間移動の被験者実験は，１年目はビ

デオ実験，２年目と３年目は実歩行実験

に，それぞれよった． 

ビデオ実験は，交通事故などから歩行

者の安全を確保できることや，景色の展

開や偶然の出来事について再現性を保証

できることに利点がある．一方，実歩行

実験は，視覚，聴覚，嗅覚，皮膚感覚，

疲労感などの総合的な感覚で経路をとら

えることができること，初めての道への

興味や不安などの動機を引き出せること

の利点がある．これらを図３に示す． 



  

図３ ビデオ実験と実歩行実験 

 

(4) 無意識に聞いた周囲音のデータ化には，

再生音による再認テスト等によった． 

(5) 自由歩行における行為と思考のデータ化

には，行動観察法とプロトコル解析法を

応用した． 

 

４． 研究成果 

(1)  １年度目には，歩行者が移動中に見る

ものとその人の空間移動理解との関係に

ついて検討を行った． 

その結果，空間移動理解能力の差は，

注意配分のメリハリに現れることが明ら

かになった．つまり，空間移動理解能力

の高い人は，認知地図構成のために重要

な地点とそうでない地点との区別が明確

になされていた．つまり，経路上重要な

分岐点での情報取得が，重要でないとこ

ろに比べて大きく，その差が，空間移動

理解のうまくない人よりも顕著であるこ

とを明らかにした．これを図４に示す． 

 
図４ 認知地図構成能力の高低による 

情報取得の違い 

 

(2)  ２年度目には，移動する人間の側の条

件として習熟の効果と，移動対象である

環境側の条件として環境音の効果につい

て研究を行った． 

 ここで習熟とは，移動対象となる道や

環境に対する経験の量，たとえば，日常

的にその道を通る人か，初めてその道を

歩く人かという条件を意味する． 

 実験において被験者に，対象とした経

路に関する道案内文を作成させたところ，

習熟の効果は説明の内容の不偏性に現れ

た．図５は，対象経路を前半，中盤，後

半に分け， どのセグメントでもランドマ

ークを使用していた被験者の割合を示す

ものである．同図から分かるように，３

つのセグメントすべてでランドマークを

用いて説明したのは習熟者が圧倒的に多

いことが分かる． 
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(3)  ２年度目に行ったもう一つのテーマで

ある環境音については，その中でも自然

の周囲音が空間移動理解に与える影響が

大きいことが分かった． 

 実歩行において，同じ経路を，普通に

周囲音を聞きながら歩いた被験者と，ノ

イズを発生するヘッドホンをつけて周囲

音を聞きにくい状態で歩いた被験者とで，

空間移動理解の結果の比較を行った．図

６は，地図作成課題おいて，記されたラ

ンドマークの数を示している．図から分

かるように，周囲音がある方が，描かれ

たランドマークが多く，すなわちこの方

が情景が印象に残りやすいことを示して

いる． 
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図６ 周囲音あるとなしとの場合における

ランドマーク出現数 

 



(4)  ３年度目には，自由歩行における経路

決定の問題と，環境条件の変化が空間移

動理解の戦略に及ぼす影響の問題を扱っ

た． 

自由歩行における経路決定の実験では，

被験者は初めての街を自由に散策した．

そして散策時の環境とのインタラクショ

ンを発話プロトコル（歩行中に考えてい

ることや感じていることなどを常に発話

してもらった），手持ちのビデオカメラ

（見ている対象を自分で撮影しながら歩

いてもらった），および散策後の地図作成

課題（歩いた経路とその周辺の様子を地

図に描いてもらった）によりデータ化し

た． 

図７は，地図作成課題において，十字

路などの道の分岐点に記されていたもの

を，その後に今よりも細い道に進んだか，

同じくらいの幅の道に進んだか，あるい

は今よりも広い道に進んだかに分類して

示したものである．この図から，店舗が

記されているところではその後同じくら

いの幅の道に進み，風景が記されている

ところではその後狭い道に進む確率が高

いことが分かる．このように，経路の選

択には，環境とのインタラクションとの

一定の規則性があることが分かった． 

 

図７ 地図上の出現確率 

 

(5)  ３年度目のもう一つの研究，環境条件

の変化が空間移動理解の戦略に及ぼす影

響については，環境条件として降雪の有

無の条件をとりあげた．一般に，降雪に

より地上が雪に覆われると，たくさんの

ものが隠されてしまうため空間認知は困

難となる．このとき，人は空間認知の戦

略を変えるのか，それとも多くの努力を

払ってでも降雪のない場合の戦略を踏襲

するのかを，実験により調べた． 

 この実験では，途中で同一地点を再訪

するように経路を設定し，その再訪直前

の地点とゴール地点とで被験者に地図作

成課題を課した．そして，空間移動理解

能力の度合いを，この再訪後の地図が再

訪前の地図よりも正しくなっている度合

い（方位誤差改善の度合い）で指標化し

た．また，この再訪前の地図はそれを描

かせた中間地点までしか経路がなく，一

方再訪後の地図はそれを含みゴール地点

まで経路があるので，当然後者の方が長

い経路が対象となっている（実際は倍以

上の距離）．したがってそこに記される目

印情報も後者の方が多くなることが期待

される．そこで目印情報への注意配分を，

この目印増加数で指標化した． 

図８は，方位誤差改善の度合いとこの

目印増加数との関係を示したものである．

この図から分かるように，積雪のない場

合には特定の傾向はみられないが，積雪

のある場合に，方位誤差改善の度合いの

高い人（空間移動理解能力の高い人）は，

目印情報はかえって減少している．つま

りこのことは，空間移動理解能力の高い

人は，目印情報に基づく通常時の（積雪

がない場合の）空間認知戦略を，積雪時

には捨てていることを意味する．逆のこ

の能力の低い人は，その戦略に固執し，

目印情報を多くの努力を払って取得して

いることが分かる． 
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